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取扱説明書
タイプSY02CS

1	 取扱説明書
取扱説明書は本装置のライフサイクル全体について説明しています。 
本説明書は、使用場所に保管してください。

安全に関する重要な情報。
	▶ 本説明書をよくお読みください。
	▶ 安全注意事項、適正使用および使用条件を遵守してください。
	▶ 本機を使用する者は本説明書をよく読んで理解する必要があり
ます。

1.1	 用語の定義

用語 本説明書での意味
装置 水流量測定用システムモジュール(超音波式流量セ

ンサとも呼ぶ)タイプSY02CS

カートリ
ッジ

装置の仕様。このカートリッジ仕様では測定阻止を
ねじ接続から取り外すことができます(洗浄のため
など)

1.2	 表記

危険

切迫的危険についての警告。
	▶ 遵守しない場合、死亡または重傷を負う可能性があります。

警告

危険な状況に陥る可能性についての警告。
	▶ 遵守しない場合、重傷を負う、または死亡する可能性があります。

注意

潜在的危険性についての警告。
	▶ 遵守しない場合、軽症または中程度の傷害を負う可能性があり
ます。

注意事項

物的損害についての警告。

重要なヒントと推奨事項。

本取扱説明書あるいは他の文書の情報の参照指示です。

	▶ 危険を防ぐための指示のマーキング。
	→ 実施すべき作業手順のマーキング。

日本語
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使用目的
タイプSY02CS

2	 使用目的
装置を適切に使用しない場合、人、周囲のシステムおよび環境に危
険が及ぶ可能性があります。
	▶ システムモジュール SY02CSは水流量測定専用または中世の液
体のみにご使用ください。
	▶ 本装置は飲料水用ではありません。
	▶ 本装置を電磁波干渉のある近辺に設置しないでください。
	▶ 紫外線の影響を受けないようにし、屋外で使用する場合は天候
の影響を受けないようにしてください。
	▶ 使用に際しては、契約書類および取扱説明書に指定された許容
データ、稼働・使用条件を遵守してください。
	▶ 装置は、Bürkertが推奨する、もしくは承認する場合にのみ、他社
の装置やコンポーネントと組み合わせて使用してください。
	▶ 適切な輸送、保管、設置および正確な操作とメンテナンスは、安
全かつ問題のない作動の前提条件となります。
	▶ 装置は必ず適切に使用してください。

3	 基本的な安全注意事項
この安全注意事項は、設置、操作、およびメンテナンス時に発生する
偶然性や事象を考慮したものではありません。運用者は、人員に関
するものも含め、現地の安全規則を確実に遵守する責任があります。

システムまたは装置の高圧による負傷の危険。
	▶ システムまたは装置の使用前に圧力を抜いてください。配管のエ
ア抜きまたは排出を行ってください。

感電による負傷の危険。
	▶ システムまたは装置での作業に先立って、電圧のスイッチを切り、
再度オンにならないよう保護します。
	▶ 現行の電気装置に関する事故防止・安全規則を遵守してくださ
い。

高い媒体温度による負傷の危険。
	▶ 媒体温度が高くならないようにしてください。

一般的な危険状況。
負傷防止のため以下の点を遵守してください：
	▶ 意図しない操作から保護してください。
	▶ 訓練済み専門技術者のみが設置及びメンテナンス作業を行うこ
とができます。

日本語
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一般注意事項
タイプSY02CS

	▶ 電源が遮断された後はプロセスの再始動が制御されていること
を確認してください。
	▶ 装置を完璧な状態及び取扱説明書を遵守した状態でのみ稼働
してください。
	▶ 技術上の一般規則を遵守してください。
	▶ 本装置を爆発の危険がある区画で使用しないでください。
	▶ システムモジュールの素材を腐食しない液体のみご使用くださ
い。
	▶ 装置内部や外部の変更を行ったり機械的負荷をかけたりしない
ようにしてください。
	▶ 本装置を分解しないでください。

注意事項

静電気による危険を受ける部品およびコンポーネント。
装置には、静電気放電 (ESD) に過敏に反応する電子部品が含まれ
ています。静電気を帯びた人員や物品との接触はこれらの部品の
損傷につながります。最悪の場合、部品が瞬時に破壊したり、試運
転後に故障する恐れがあります。
	▶ 急激な静電気の放電による損傷を避ける、あるいは最小限にす
るために、EN 61340-5-1による要求事項に留意してください。
	▶ 電子部品を電源電圧投入時に接触させないでください。

4	 一般注意事項

4.1	 メーカー住所および各国の連絡先
以下の住所より装置のメーカーにお問い合わせいただけます：

Bürkert SAS	
Rue du Giessen	
BP 21	
F-67220 Triembach au Val(トリヤンバック・オ・ヴァル)	
Tel. + 33 388 - 58 91 11	

各国の連絡先は当社ウェブサイトcountry.burkert.comをご参照く
ださい

4.2	 保証
保障の前提条件は、指定された使用条件に留意のうえでの装置の適
正使用です。

日本語
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製品説明
タイプSY02CS

5	 製品説明

5.1	 所定の使用範囲
システムモジュール タイプSY02CSは水流量測定専用に設計されてい
ます。水も容易に汚染されます。

5.2	 一般的な説明
超音波式流量センサ タイプSY02CSは電気ハウジング、測定要素、	
ねじ接続(真鍮またはステンレス鋼製)。ねじ接続はあらゆる種類の配
管に装置を設置します。
装置を分解することはできません。ただし、カートリッジ仕様の場合、
測定要素ねじ接続から取り外すことができます。この仕様は、ブロッ
クに内蔵される用途にも使用可能です。
コントローラと制御バルブを併用することで非常に簡単に制御ブロ
ックを構成できます。
電気接続は5ピン円形コネクタ M12によります。
システムモジュールには以下のアウトプットが実装されています：
	• 流量信号：パルス出力 (NPNかPNPトランジスタ出力) または4
～20 mA出力 (ご注文のバリエーションに応じます)、
	• PT 100-温度出力 (二線、電荷無し)。

5.3	 測定要素および測定原理
流量計 SY02CS は、継続時間差分方式による超音波技術を使用して
います。ここでは音波が送信元 1から受信者 2へまたは送信元 2から
受信者 1まで届くための所要時間を測定します。両方の継続時間の格
差は媒体の流量速度に直接比例します。

内部電子回路が継続時間差に基づいてフロー速度を計算し、出力に
流量に比例するパルスないし電流信号を印加します。可動部品無しの
測定原理なので本装置はメンテナンスフリーで摩耗も発生しません。
媒体温度は内蔵PT 100センサーが検出します。この値を例えばPLCな
どの入力カード経由であるいはトランスミッタで直接読み込めます。

t0 t1 t2
∆t

1

2

超音波1

超音波2

送信元	
受信者

送信元	
受信者

フロー方向

挿図 1：	 測定原理
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製品説明
タイプSY02CS

5.4	 注文番号
仕様：真鍮製ねじ接続部

流量範囲  
[l/min]

0.05～10.5 0.05〜20 0.3～75

配管接続部 内ねじ G1/2

出力 (仕様) NPN-パルス / PNP-パルス / 4〜20 mA

変換係数[パルス/l] 
(NPNとPNP出力のみ) 8,500 4,000 1,000

注文番号 (装置一式)

NPN-パルス：	
571607

NPN-パルス：	
571601

NPN-パルス：	
565895

PNP-パルス：	
571608

PNP-パルス：	
571602

PNP-パルス：	
565896

4～20 mA：	
565898

4～20 mA：	
571603

4～20 mA：	
565897

表 1：	 真鍮製仕様の注文番号

仕様：ステンレス製カートリッジおよびねじ接続

流量範囲  
[l/min]

0.05～10.5 0.05〜20 0.3～75

配管接続部 溶接接続、	
21.3 x 1.6 mm

出力 (仕様) NPN-パルス / PNP-パルス / 4〜20 mA 

変換係数[パルス/l] 
(NPNとPNP出力のみ) 8,500 4,000 1,000

ねじ接続なしの装置
の注文番号

NPN-パルス：	
570094

NPN-パルス：	
571604

NPN-パルス：	
570091

PNP-パルス：	
570095

PNP-パルス：	
571605

PNP-パルス：	
570092

4～20 mA：	
570096

4～20 mA：	
571606

4～20 mA：	
570093

カートリッジタイプ用
ねじ接続の注文番号 570839

表 2：	 ステンレス製仕様の注文番号

日本語
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テクニカルデータ
タイプSY02CS

6	 テクニカルデータ

6.1	 適合性
システムモジュール タイプSY02CSははEU適合宣言書に基づいてEU
指令に準拠しています。

6.2	 規格
指令への適合性を証明するために適用した規格は、EU型の検査証明
書および/あるいはEU適合宣言書で確認することができます。

6.3	 動作条件
周囲温度	 	 	 	 	 0～+60 °C
保管温度	 	 	 	 	 0～+60 °C
媒体温度	 	 	 	 	 5～+100 °C
保護クラス		 	 	 	 �IP65 円形コネクタを差し込んだ状態及び

引き抜いた状態 M12

6.4	 機械的データ
素材
ハウジング、フタ	 	 	 PPS、PSU
測定要素	 	 	 	 	 PPS、ステンレス鋼
ねじ接続	 	 	 	 	 �真鍮またはステンレス鋼1.4404　	

(仕様によって異なります)
円形コネクタ M12	 	 ニッケルめっき真鍮

�シーリング材は環境に	
暴露されます	 	 	 	 NBR
�シーリング材は液体に	
暴露されます	 	 	 	 EPDM
寸法	 	 	 	 	 	 「10」章の寸法図参照

6.5	 銘板の説明

US FLOW,   PN16,   G1/2
12 - 30 V DC,  PNP,     50 mA
0.05 - 10.5 l/min, KFAC 8500
Tmed: +5...+100 °C

M
ad

e 
in

 F
ra

nc
e 

S/N 1000

00570095 W46MN

測定原理

配管接続部

温度範囲、流量範囲

動作電圧、トランジスタ出力、	
トランジスタの最大電流

注文番号

挿図 2：	 定格銘板の説明(例)

日本語
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テクニカルデータ
タイプSY02CS

6.6	 電力データ
供給電圧
電流出力仕様		 	 	 20～30 V DC
パルス出力仕様	 	 	 12～30 V DC
消費電流	 	 	 	 	 <30 mA + 出力電流
極性ミス防止	 	 	 	 保護
電圧ノイズ	 	 	 	 保護
短絡 (信号出力)	 	 	 保護
電流出力	 	 	 	 	 �4～20 mA (ソース)、測定範囲超	

過時の出力信号：22 mA	
精度 ±0.4%

最大ループ抵抗

供給電圧[V] 最大ループ抵抗 [Ω]
30 600

28 500

24 300

22 200

20 100
表 3：	 最大許容ループ抵抗

パルス出力 	
(トランジスタ)		 	 �NPNかPNP (装置バージョン)	

外付けプルアップ/プルダウン抵抗器要	
出力信号範囲：3 Hz～1,500 Hz	
測定範囲超過時の出力信号：2 KHz	
パルス幅：約0.25 ms

出力電流	 	 	 	 �最大50 mA (NPN/PNP) または	
最大22 mA（4～20 mA）

リフレッシュレート	 500 ms
ステップ応答	 	 	 600 ms
温度信号	 	 	 	 PT 100. 無電位

6.6.1	 電気的接続
円形コネクタM12、5ピン、Aコーディング
円形コネクタ付き適切なケーブルの注文番号送信元は「7.2.2」章に
あります。

6.7	 一般的なテクニカルデータ
動作圧		 	 	 	 PN16
液体のタイプ	 	 	 �水 (その他の中性液体 要望に応じて)
汚染	 	 	 	 	 �最大 1% (粒度 0.5 mm 最大)
湿度	 	 	 	 	 < 80%、結露なし
測定範囲	 	 	 	 �0.05〜10.5 l/min, 	

0.05〜20 l/min, 	
0.3〜75 l/min (仕様により異なります)

日本語
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設置
タイプSY02CS

測定誤差1)		 	 	 測定値の�±2.5% 測定範囲最終値 +0.8%
再現性		 	 	 	 測定値の1%
測定要素	 	 	 	 �2送信元受信者超音波セル
温度測定要素		 	 �PT 100 (精度 ±2 °C、範囲 0〜110 °C)

1)	 �基準条件下での、すなわち測定媒体 = 水、	
周囲温度、水温度 = +20 °C、	
パイプ内径≥ 17.3 mm、	
フロー方向1 → 2

7	 設置

危険

高圧および媒体の漏れによる負傷の危険。
	▶ 装置またはシステムの使用前に圧力を抜いてください。配管の
エア抜きまたは排出を行ってください。

高温による負傷の危険。
	▶ 保護手袋でのみ装置に触れてください。

感電による負傷の危険。
	▶ 装置またはシステムでの作業に先立って、電圧のスイッチを切っ
てください。再度オンにする前に電源を確認してください。
	▶ 現行の電機機器に関する事故防止・安全規則に留意します。

警告

不適切な取付けによる怪我の危険。
	▶ 設置は認定された専門家が適切なツールを使用してのみ行うこ
とができます。
	▶ 電源用安全装置を設置してください(適切なサイズのヒューズま
たは回路ブレーカー)。
	▶ 温度体制がじゅうぶんあるケーブルのみご使用ください。
	▶ 通常の操業条件であれば測定信号は導体断面積0.25 mm2の遮
蔽ケーブルでの伝送は可能です。

日本語
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設置
タイプSY02CS

危険

意図しないシステムの電源オンおよび制御されていない再起動に
よる負傷の危険。
	▶ システムが意図せず作動しないよう保護してください。
	▶ 設置後に再始動を制御してください。

7.1	 配管への設置
システムモジュール SY02CSは水平配管にも垂直配管にも取り付け
ることができます。
カートリッジ仕様の場合、測定要素をねじ接続から取り外すことがで
きます。このためねじ接続設置がしやすく、測定要素をクリーニング
しやすくなります。
ねじ接続のない測定要素でもブロックソリューションでの取り付け
が可能です。

取付けの際は電気ハウジングの許容周囲温度を超えないよ
うにしてください(下にある高温配管によるなど)。

注意事項

配管へのねじ接続溶接の際のカートリッジ仕様測定要素の損傷。
	▶ 溶接前に測定要素をねじ接続から取り外してください。
	▶ 測定要素をねじ接続(またはブロック)に取り付ける際正しい方向
にご注意ください(「挿図 12」を参照)。

正しい設置：

挿図 3：	 配管への正しい設置

正しくない設置：

気泡が集まる 背圧不足

挿図 4：	 配管への正しくない設置

	→ 配管内の液体のフロー方向に注意してください。媒体接続部に
は数字「1」と「2」が記載されています。最大の測定精度はフロー
方向 1→ 2のときに発揮されます。

システムモジュール SY02CSを電磁波干渉のある(モーター
など)近辺に設置しないでください。これを怠ると測定値が
無効になります。

日本語
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設置
タイプSY02CS

最小投入及び流出距離に抑える必要はありません。
システムモジュール SY02CSはパイプが完全に充填され、気泡がない
ときのみ正確な測定が可能です。
重要な使用条件 (背圧がないときまたはオーバーヒートした加熱素
子の場合などのスチームの泡の発生など) では点検窓から設置状況
を管理するほうが安全です。気泡が小さいほど測定結果への影響が
大きく出ます。

注意事項

	▶ 媒体循環内のガス/スチームの泡を起こさないようにしてくださ
い。これがあると測定結果が無効になるだけではなく、動作ツー
ルの摩耗がひどくなったり、温調効率に悪影響も出ます。
	▶ 中空部分が発生しないようにしてください。中空は配管配置が不
利である(急なカーブなど)やシステム圧不足が同時に発生すると
発生することがあります。
基本的に装置は用途別に主なフロー抵抗前のフロー方向(すなわ
ち冷却するツールの前など)に設置するほうがよいです。

流量計を例えばコンソールなどに固定するには、真ちゅうねじ接続	
2のタイプではスレッドボア M8 x 10に指定されています。

7.1.1	 電気ハウジングの回転
電気ハウジングは接続要素上で約±30° 回せます(図中矢印)。回転角
はストップにより制限されます。狭い場所に取り付けるとき、円形コネ
クタ M12へのアクセス性や複数の装置の並列設置しやすくなります。

フタがクリアの	
電気ハウジング

ねじ接続

ねじ込みリングと
接続要素

挿図 5：	 電気ハウジングの回転

	→ 電気ハウジングを片手で、ねじ接続をもう一方の手で押さえます。
	→ 電気ハウジングを所望の位置まで回します(初期位置から最大 
± 30°)。 回している間に接続要素のねじ込みリングは外れま
せん。

日本語
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設置
タイプSY02CS

注意事項

配管への設置時の円形コネクタM12の損傷。
	▶ 円形コネクタ M12が損傷していれば、装置を使用しないでくだ
さい。

7.2	 電気的取付け

危険

感電による負傷の危険。
	▶ システムまたは装置での作業に先立って、電圧のスイッチを切り、
再度オンにならないよう保護します。
	▶ ケーブルを高電圧ラインや高周波数ラインの近辺に敷設しない
でください。
	▶ まとめて設置する必要があれば、30  cmの最小間隔を取ってく
ださい。
	▶ 現行の電気装置に関する事故防止・安全規則を遵守してくだ
さい。

	▶ フィルタおよび制御された電源を使用してください。
	▶ 設置時は電位が平衡していることを確認してください(電
源 — システムモジュール SY02CS)。
	▶ M12プラグのねじ接続は手でのみ締め付けます。
	▶ 2つの接地点の潜在的な電位差をなくすために、設置場
所の各接地点を接続します。

	▶ ケーブルの遮蔽が規定通り接地されるように注意してください。直
流電流による影響を抑制するため、電源の負接続部を接地してく
ださい。接地直結できない状況なら、コンデンサ100 nF / 50 Vを
電源電圧の負接続部と接地の間にかませます。
	▶ 配管は接地してください。

+

電源
(*)

-
(*) �接地直結できない状況	
なら、コンデンサ100 nF /	
50 Vを電源電圧の負接
続部と接地の間にかま
せます

挿図 6：	 装置の電装
	

日本語
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設置
タイプSY02CS

7.2.1	 M12円形コネクタの構造

端子台

端子ナット

端子リング

シールワッシャー

ハウジング

挿図 7：	 M12円形コネクタの構造

	→ 端子板のねじを外します。
	→ ハウジングを取り外します。
	→ 端子ナットのねじを外します。
	→ 接続ケーブルを端子ナット、端子リング、シールワッシャー、ハウ
ジングに通します。
	→ 端子板に配線し、ハウジングにねじで固定します。
	→ シールワッシャーと端子リングをハウジングに取り付けます。
	→ 端子ナットを締め付けます。

7.2.2	 円形コネクタM12の割り当て

3:0 V DC

2:出力 NPNパルス、	
PNPパルスまたは	
4～20 mA

1:V+ (12～30 V DCま
たは20～30 V DC)

5:PT 100

4:PT 100

挿図 8：	 円形コネクタM12の割り当て(Aコーディング)

PIN番号 心線カラー
1 茶

2 白

3 青

4 黒

5 グレー
表 4：	 心線カラー

詳細情報および注文番号は第「11 付属品」章に記載されて
います。

日本語
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設置
タイプSY02CS

7.2.3	 パルスとPT 100出力の接続部
	→ 装置タイプに応じる出力 — NPN、PNP、4～20 mAタイプでの接
続。

干渉波、エミッション耐性の要求事項を遵守するためシール
ドをコントローラに取り付けてください。

プルアップ抵抗付き
パルス入力

電源

シールド

白
グレー

青

黒

茶

- +

PT 100	
入力

1
2

3

4
5

挿図 9：	 NPN接続

プルダウン抵抗付きパ
ルス入力

電源

シールド

白
グレー

青

黒

茶

- +

PT 100	
入力

1
2

3

4
5

挿図 10：	 PNP接続

4～20 mA入力

電源

シールド

白
グレー

青

黒

茶

- +

PT 100	
入力

1
2

3

4
5

挿図 11：	 4～20 mA接続

日本語
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設置
タイプSY02CS

7.3	 取付けと取外し

注意事項

装置取り外しの際測定要素を破損させないでください。
	▶ 装置を分解しないでください。
	▶ 本装置は工業環境専用です。
	▶ 故障したら装置ごと交換してください。

装置取り外しは対象にしていません。カートリッジ仕様の場
合を例外として、測定要素ねじ接続 (または測定要素ブロッ
ク) の取り外し。

注意事項

取り付ける際、カートリッジ仕様の測定要素を損傷しないように注
意してください。
	▶ 測定要素をねじ接続またはブロックに取り付ける際正しい方向
にご注意ください(「挿図 12」を参照)。
	▶ シーリングを損傷しないように注意してください。可能であれば、
軽くグリースを塗布してください。

	→ 測定要素をねじ接続に差し込んだ後、付属のねじで固定してく
ださい。
	→ 4本のねじを十文字に締め付けます。締め付けトルクに注意して
ください。3 Nm ±0.3 Nm。

挿図 12：	 設置時のカートリッジ仕様の正しい向き

日本語
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操作および表示
タイプSY02CS

8	 操作および表示
警告

不適切な操作による危険。
	▶ 作業員は取扱説明書の内容を把握し、理解している必要があり
ます。
	▶ 安全注意事項と適切な使用を遵守してください。
	▶ 十分な研修を受けたスタッフのみプラントと装置の操作を行う
ことができます。

8.1	 システムモジュールの操作
本装置は現場での操作不要です。
信号出力：
システムモジュールは測定範囲で流量に比例するパルスまたは電流
信号を生成し、測定範囲を超すと一定値を出力します。

流量範囲 0.05～10.5 l/minの装置仕様では(例として)以下の値が出
ます：

流量Q 出力信号
 [l/min] [l/h] パルス / 秒 [Hz] 電流 [mA]
<0.05 <3 - 4.00

0.05 3 7.1 4.00

0.1 6 14.2 4.08

0.5 30 70.8 4.69

0.6 36 85.0 4.84

1 60 141.7 5.45

5 300 708.3 11.58

6 360 850.0 13.11

10.5 630 1,487.5 20.00

>10.5 >630 2,000 22.00
表 5：	 流量範囲 0.05～10.5 l/minの装置での値

日本語
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操作および表示
タイプSY02CS

流量範囲 0.05～20 l/minの装置仕様では(例として)以下の値が出ます。

流量Q 出力信号
 [l/min] [l/h] パルス / 秒 [Hz] 電流 [mA]
<0.05 <3 - 4.00

0.05 3 3.3 4.00

0.1 6 6.7 4.04

0.5 30 33.3 4.36

0.6 36 40.0 4.44

1 60 66.7 4.76

5 300 333.3 7.97

10 600 666.7 11.98

20 1,200 1,333.3 20.00

>20 >1,200 2,000 22.00
表 6：	 流量範囲 0.05～20 l/minの装置での値

流量範囲 0.3～75 l/minの装置仕様で(例として)以下の値が出ます：

流量Q 出力信号
 [l/min] [l/h] パルス / 秒 [Hz] 電流 [mA]
<0.3 <18 - 4.00

0.3 18 5.0 4.00

1 60 16.7 4.15

5 300 83.3 5.01

6 360 100 5.22

10 600 166.7 6.08

50 3,000 833.3 14.65

60 3,600 1,000 16.79

75 4,500 1,250 20.00

>75 >4,500 2,000 22.00
表 7：	 流量範囲 0.3～75 l/minの装置での値

日本語
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操作および表示
タイプSY02CS

8.2	 ディスプレイエレメント
表示エレメントとしては電気ハウジングのクリアフタの下にLEDが3
つあります。
供給電圧が印加されると装置はセルフテストを実行します。LEDがす
べて4秒まで点灯します。

緑LED：
	• セルフテスト後に装置はスタンバイします。	
緑LEDは連続点灯します。

赤LED：
	• 配管が満たされると赤LEDが短く点滅してから消えます。
	• ねじ接続に媒体なし：赤LEDが連続点灯。

黄LED：
	• 測定値が測定範囲未満だとこのLEDが連続点灯します。測定値が
範囲を超えていればこのLEDが点滅します。

装置ステータス表示用LED

ステー 
タスLED

状態 説明

緑 定常点灯 供給電圧は正常
黄 定常点灯 流量< 測定範囲初期値

約1 Hzで点滅 プラスの流量(1 → 2) 測定範囲内
約4 Hzで点滅 マイナスの流量(2 → 1) 測定範囲
約10 Hz	
で点滅

流量が測定範囲超過

赤 定常点灯 装置内部エラーあるいはねじ接続
に媒体なし

表 8：	 装置ステータス表示用LED

日本語



21

メンテナンス
タイプSY02CS

緑LED

黄LED

LED赤

挿図 13：	 LEDの位置

9	 メンテナンス
危険

システムまたは装置の高圧による負傷の危険。
	▶ 設備または装置の使用前に圧力を抜き、配管をエア抜きまたは
排気してください。

感電による負傷の危険。
	▶ システムまたは装置での作業に先立って、電圧のスイッチを切り、
再度オンにならないよう保護します。
	▶ 現行の電気装置に関する事故防止・安全規則を遵守してくだ	
さい。

警告

不適切なメンテナンス作業による負傷の危険。
	▶ メンテナンスは必ず適切な工具を使用し、訓練を受けた専門技
術者が実施してください。
	▶ メンテナンス後に再始動を制御してください。

9.1	 メンテナンス作業と洗浄
システムモジュール SY02CSは、この取扱説明書の指示に従って使用
する場合メンテナンス不要です。
洗浄には水またはねじ接続の素材に適合した溶剤のみご使用くだ
さい。電気ハウジングは湿らせた布できれいにします。

日本語
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メンテナンス
タイプSY02CS

9.2	 障害

障害 ステータスLED 原因と方策
緑 黄 赤

出力信号/表
示なし

オフ オフ オフ 動作電圧なし、または不十分
	→ 電気接続と動作電圧を点
検する

装置の損傷
	→ メーカーにご連絡くだ
さい

出力信号な
しまたは出
力信号が不
安定

オン オン/
オフ

オフ 配管が完全に充填されてい
ない
	→ システム圧を上げる

システム内の気泡
	→ システムをエア抜きする

システム圧またはフロー速
度が低すぎです。装置が測
定値を短時間しか取得しま
せん
	→ システム圧/フロー速度
を上げる

カートリッジ仕様別：測定要
素がねじ接続またはブロック
に不正に取り付けられている

パルス周波
数2 KHzま
たは電流信
号 22 mA

オン 点滅 オフ 測定範囲超過
	→ 流量を下げる

パルスなし/ 
電流信号 
4 mA

オン オン オフ 測定範囲より低い
	→ 流量を上げる

パルスなし/ 
電流信号 
4 mA

オン オン/
オフ

オン 装置の損傷
	→ 障害を解決できない
	→ メーカーにご連絡くだ
さい

媒体がねじ接続になし
	→ システムをエア抜きする

流量なし  -  -  - カートリッジ仕様別：測定要
素がねじ接続またはブロッ
クに不正に取り付けられて
いる。

表 9：	 障害
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寸法図
タイプSY02CS

10	 寸法図

10.1	 標準装置の寸法図
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挿図 14：	 標準装置の寸法図
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10.2	 カートリッジ仕様の寸法図
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挿図 15：	 カートリッジの寸法図
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付属品
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11	 付属品
注意事項

誤った部品による物的損害。
誤ったアクセサリや不適切なスペアパーツは、装置を損傷する恐
れがあります。
	▶ Bürkertのオリジナルアクセサリとオリジナルスペアパーツのみ
使用してください。

付属品 注文番号
円形コネクタM12付き、長さ2 mの遮蔽ケーブル 438680

円形コネクタM12付き、長さ5 mの遮蔽ケーブル 560365

カートリッジ仕様用ねじ接続 (VA、溶接接続) 570839

ねじ (VA) M4 x 8、4本セット、カートリッジ仕様のね
じ接続またはブロックへの取り付け用

570838

表 10：	 付属品

12	 輸送、保管、廃棄処分
注意事項

装置の不十分な保護による輸送中の損傷。
	▶ 装置をほこりや湿気から保護し、耐衝撃性の梱包材を使用して
輸送してください。
	▶ 許容保管温度を遵守してください。
	▶ 電気インターフェースを保護キャップで閉じます。

誤った保管は装置の損傷の原因となります。
	▶ 装置は乾燥したほこりのない状態で保管してください。
	▶ 許容保管温度：0～+60 °C。

媒体汚染された部品による環境への被害。
	▶ 環境に配慮した方法で装置と梱包材を廃棄処分してください。
	▶ 該当する廃棄規則および環境規制を遵守してください。

日本語
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